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一　

忘
れ
去
ら
れ
た
翻
訳
者
た
ち

　

イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
生
ま
れ
た
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル

（Rabindranath T
agore 

一
八
六
一
～
一
九
四
一
）
は
世
界
最
大
の
神

秘
的
詩
人
の
一
人
で
あ
る
と
共
に
、
戯
曲
作
家
、
小
説
家
、
音
楽
家
、
ま

た
画
家
と
し
て
も
優
れ
、
教
育
や
社
会
改
革
の
面
で
も
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
文
化
人
で
あ
る
。
タ
ゴ
ー

ル
は
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
が
、
前
後
五
回
に
渡
る
来
日
か
ら（

（
（

、
日
本
と
縁
の
あ
る
人
物
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。

　

従
来
の
タ
ゴ
ー
ル
研
究
に
お
い
て
、
タ
ゴ
ー
ル
と
日
本
の
関
係
は
以
下

の
二
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（
（

。
第
一
は
タ
ゴ
ー
ル

と
日
本
の
文
化
人
と
の
交
流
及
び
日
本
讃
美
の
視
点
、
第
二
は
タ
ゴ
ー
ル

の
日
本
批
判
及
び
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
反
応
で
あ
る
。

研
究
史
の
中
心
は
、日
本
に
対
す
る
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
や
言
葉

0

0

0

0

0

に
あ
り（
傍

点
筆
者
、
以
下
同
）、
彼
の
作
品
そ
の
も
の

0

0

0

0

0

0

が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
容

さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　

こ
の
前
提
に
は
、「
タ
ゴ
ー
ル
作
品（

（
（

」
の
初
期
の
受
容
が
欧
米
経
由
の

間
接
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
の
文
学
作
品
が
そ
の
思
想
ほ
ど
日
本
人
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
通
説
的
な
見
解
が
存
在
す
る
。
丹
羽
京
子

氏
は
「
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
は
欧
米
で
成
功
し
た
か
ら
こ
そ
日
本
で
も
紹
介

さ
れ
、
一
時
は
ブ
ー
ム
ま
で
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
根
付
く
た
め

に
は
あ
ま
り
に
間
接
的
な
受
け
入
れ
方
で
あ
り
、
必
然
的
動
機
も
乏
し
く
、

結
局
強
い
関
係
を
持
つ
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る（
（
（

。

　

こ
の
た
め
、
タ
ゴ
ー
ル
の
翻
訳
者
に
つ
い
て
も
、
わ
ず
か
な
先
行
研
究

を
除
き（

（
（

、
そ
の
存
在
は
長
ら
く
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
タ
ゴ
ー

ル
作
品
を
日
本
に
紹
介
し
た
初
期
の
翻
訳
者
た
ち
を
詳
し
く
調
べ
て
い
く

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
英
米
文
学
の
出
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
ら
は
タ
ゴ
ー

ル
作
品
の
熱
心
な
研
究
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
論
で
扱
う
増

増
野
三
良
と
タ
ゴ
ー
ル
英
詩
集

新　

田　

杏　

奈
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野
三
良
は
ま
さ
に
そ
の
筆
頭
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

本
論
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
翻
訳
者
た
ち
の
存
在
を
受
容

史
の
重
要
な
起
点
と
し
て
ま
と
め
、
タ
ゴ
ー
ル
の
研
究
史
上
に
新
た
に
付

与
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
な
お
、
同
時
期
に
タ
ゴ
ー
ル
の
翻
訳
に
携
わ
っ

た
人
々
と
し
て
、
内
ヶ
崎
作
三
郎
や
三
浦
関
造
、
ま
た
戯
曲
の
翻
訳
者
と

し
て
磯
部
泰
治
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
本
論
で
は
ま
ず
英
文
学
者
詩
人
増

野
三
良
に
注
目
し
た
い
。
彼
は
我
が
国
に
お
い
て
最
も
早
く
タ
ゴ
ー
ル
の

英
文
詩
を
発
見
し
、
翻
訳
紹
介
の
先
頭
に
立
っ
た
人
物
で
あ
る
。

二　

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
詩
人
増
野
三
良

　

ま
ず
は
増
野
の
略
歴
と
翻
訳
活
動
の
流
れ
を
整
理
し
て
お
き
た
い（

（
（

。
増

野
三
良
（
一
八
八
九
～
一
九
一
六
）
は
島
根
県
浜
田
市
に
生
ま
れ
た
。
幼

い
頃
よ
り
創
作
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）、「
明

星
派
」
歌
人
と
し
て
一
五
歳
で
文
学
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
地
方
歌
人

と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
、
与
謝
野
鉄
幹
か
ら
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
。
そ

の
後
、
早
稲
田
大
学
英
米
文
学
部
英
文
科
に
入
学
し
、
明
治
四
四
年
に
、

論
文“M

y O
w

n D
efinition of Poetry”

を
書
い
て
同
校
を
卒
業
し
て
い

る
。
増
野
は
、
習
得
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
で
象
徴
派
詩
人
ポ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル

レ
ー
ヌ
の
翻
訳
を
始
め
、
そ
れ
ら
を
佐
佐
木
信
綱
主
宰
の
短
歌
雑
誌
『
心

の
花
』
や
、
北
原
白
秋
編
集
の
文
芸
雑
誌
『
朱ザ
ン
ボ
ア欒

』
に
積
極
的
に
投
稿
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
四
〇
年
以
降
の
増
野
は
詩
作
か
ら
一
転
し
て
、

翻
訳
活
動
に
没
頭
し
て
い
く
。
卒
業
後
は
、
直
ち
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
に

就
職
し
た
が
肌
に
合
わ
ず
、す
ぐ
に
退
社
す
る
と
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

か
ら
大
正
二
年
に
か
け
て
、
肺
を
病
み
帰
郷
す
る
ま
で
の
約
一
年
半
を
放

浪
し
な
が
ら
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
帰
郷
後
も
彼
の
文
学
活
動
は
衰
え
ず
、

大
正
三
年
二
月
に
、
季
刊
雑
誌
『
未
来
』
を
三
木
露
風
、
服
部
嘉
香
、
柳

沢
健
ら
象
徴
主
義
を
愛
好
す
る
詩
人
ら
と
共
に
創
刊
す
る
と
、
そ
の
第
一

集
に
劇
詩
「
智
慧
樹
」
を
発
表
し
た
。
若
き
増
野
は
英
語
を
駆
使
し
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
な
詩
人
と
し
て
旺
盛
に
活
動
し
た
が
、
大
正
五
年
三
月
三
日
、

結
核
に
よ
り
わ
ず
か
二
七
歳
で
夭
折
し
た
。

　

元
来
歌
人
で
あ
っ
た
増
野
が
、
詩
の
翻
訳
に
目
覚
め
る
き
っ
か
け
に

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
存
在
が
あ
る
。
佐
野
晴
男
氏
の
年
表
に
よ
れ
ば
、
増
野

の
翻
訳
活
動
は
明
治
四
二
年
一
一
月
、
読
売
新
聞
の
日
曜
付
録
に
投
稿
し

た
二
編
の
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
詩
か
ら
始
ま
っ
て
い
る（

（
（

。
増
野
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー

ヌ
の
詩
を
『
心
の
花
』
に
ほ
と
ん
ど
毎
月
の
ペ
ー
ス
で
発
表
し
て
お
り
、

明
治
末
期
の
増
野
は
も
っ
ぱ
ら
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
翻
訳
に
熱
中
し
て
い
た（

（
（

。

さ
ら
に
同
時
期
、
増
野
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
詩
人
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

に
も
深
く
傾
倒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
、
増
野
の
関
心
は
欧
米
か
ら
徐
々
に
東
方

の
詩
作
品
へ
と
変
遷
し
て
い
く
。
彼
は
一
一
世
紀
の
ペ
ル
シ
ア
の
詩
人
オ

マ
ル
・
カ
イ
ヤ
ー
ム
に
興
味
を
持
ち
、
彼
の
四
行
詩
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

の
翻
訳
を
試
み
て
い
る
。
杉
田
英
明
氏
に
よ
れ
ば
、『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』

は
大
正
改
元
か
ら
二
年
ほ
ど
の
間
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
（Edw

ard FitzGerald

）
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
が
立
て
続
け
に
三
点
、

抄
訳
の
形
式
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
劈
頭
を
飾
る
の
が
大
正
元
年

一
一
月
、『
朱
欒
』
に
お
け
る
増
野
三
良
訳
「
ル
バ
ア
イ
ー
ヤ
ウ
ト
（
波
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斯
四
詩
）」
で
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
前
田
夕
暮
に
よ
れ
ば
、
カ
イ
ヤ
ー
ム
の

詩
は
既
に
訳
了
し
、
詩
集
は
ま
も
な
く
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
増
野
の
早
逝
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

増
野
が
古
今
の
印
度
詩
を
翻
訳
紹
介
す
る
の
は
大
正
二
年
頃
か
ら
で
あ

る
。
中
で
も
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
に
は
深
い
感
銘
を
受
け
、
そ
の
作
品
の
翻
訳

に
晩
年
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
た
。
増
野
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、

自
家
詩
集
を
上
梓
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、死
の
前
年
に
、タ
ゴ
ー

ル
の
三
冊
の
英
詩
集
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』（
大
四
年
三
月
）、『
新
月
』（
大

四
年
五
月
）、『
園
丁
』（
大
四
年
一
〇
月
）
を
驚
く
ほ
ど
短
期
間
で
東
雲

堂
書
店
か
ら
出
版
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
最
晩
年
に
は
詩
人
野
口
米
次
郎
と

交
流
の
あ
っ
た
印
度
の
女
流
詩
人
サ
ロ
ジ
ニ
・
ナ
イ
ド
ゥ（

（1
（

の
詩
に
も
興
味

を
も
ち
、
数
編
な
が
ら
短
歌
雑
誌
『
詩
歌
』
に
発
表
し
て
い
る（

（1
（

。

　

増
野
は
世
界
中
の
象
徴
主
義
的
、
浪
漫
主
義
的
傾
向
の
詩
人
を
好
ん
だ

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
亡
く
な
る
前
年
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て

い
る
。「

日
本
人
と
印
度
人
と
の
間
に
東
洋
魂
が
通
っ
て
い
る
」
な
ぞ
と
い

う
人
種
的
偏
見
は
私
に
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
真
に
悲
痛
な
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
で
す
か
ら
、
自
分
自
身
は
永
遠
の
渇“T

rishodadhi”

の
た
め
に
は
或
は
殆
ど
妄
動
的
に
ア
ル
テ
ユ
ル
・
ラ
ン
バ
ウ
の
如
く

亜
非
利
加
に
突
進
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
或
は
ま
た
ポ
オ
ル
・
ゴ

オ
ガ
ン
の
如
く
マ
ル
ク
サ
ス
群
島
の
土
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん（

（1
（

。

　

彼
は
仏
訳
及
び
英
訳
詩
集
を
通
し
て
、
自
ら
の
心
に
触
れ
る
世
界
中
の

詩
人
の
声
を
遍
く
訪
ね
聞
こ
う
し
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
詩
人
で
あ
っ
た
。

三　

タ
ゴ
ー
ル
翻
訳
史
上
に
み
る
増
野
の
位
置

　

で
は
、
こ
う
し
た
増
野
の
翻
訳
活
動
は
タ
ゴ
ー
ル
翻
訳
史
上
に
み
て
相

対
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
日
本
に
お
け
る
タ
ゴ
ー
ル

翻
訳
の
歩
み
を
私
な
り
に
概
観
す
る
と
、
そ
れ
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
六

つ
の
特
徴
的
な
段
階
を
経
て
い
る（

（1
（

。

・
第
一
期　

‌�

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
前
後
（
英
文
学
者
を
中
心
に
英
文

作
品
の
翻
訳
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
加
熱
期
）

・
第
二
期　

‌�

大
正
五
年
か
ら
一
二
年
頃
ま
で
（
翻
訳
は
下
火
に
な
り
、
評

論
が
中
心
と
な
る
冷
却
期
）

・
第
三
期　

‌�

大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
頃
ま
で
（
タ

ゴ
ー
ル
の
三
度
目
の
来
日
も
あ
り
、
長
編
小
説
の
邦
訳
、
戯

曲
の
上
演
、
短
編
詩
集
の
訳
註
な
ど
が
行
わ
れ
る
回
復
期
）

・
第
四
期　

‌�

日
中
戦
争
以
後
、
敗
戦
後
一
〇
年
頃
ま
で
（
わ
ず
か
に
仏
文

学
者
の
宮
本
正
清
や
詩
人
山
室
静
ら
に
よ
り
翻
訳
が
続
け
ら

れ
た
停
滞
期
）

・
第
五
期　

‌�

昭
和
三
〇
年
頃
か
ら
四
〇
年
頃
ま
で
（
独
仏
文
学
者
片
山
敏

彦
、
翻
訳
家
高
良
と
み
な
ど
、
ア
ポ
ロ
ン
社
を
中
心
に
著
作

集
や
詩
選
集
の
刊
行
が
行
わ
れ
、
渡
辺
照
宏
に
よ
る
ベ
ン
ガ

ル
語
か
ら
の
邦
訳
も
始
め
ら
れ
る
準
備
期
）

・
第
六
期　

‌�

昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
平
成
初
年
頃
ま
で
（
印
度
学
者
森
本
達

雄
、
我
妻
和
男
な
ど
、
第
三
文
明
者
社
を
中
心
に
本
格
的
な

タ
ゴ
ー
ル
著
作
集
が
編
纂
さ
れ
、
完
成
に
至
る
発
達
期
）
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こ
の
長
い
翻
訳
史
の
な
か
で
、
日
本
で
最
も
早
く
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
紹

介
し
た
も
の
が
、
大
正
二
年
二
月
発
行
の
『
朱
欒
』
に
掲
載
さ
れ
た
増
野

三
良
訳
の
ベ
ン
ガ
ル
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
・
ナ
ス
・
タ
ゴ
ア
「
印
度
古
詩
─
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
あ
る
国
─
」
と
い
う
詩
で
あ
る（

（1
（

。
太
田
三
良
氏
編
「
日
本

に
お
け
る
タ
ゴ
ー
ル
文
献
─
雑
誌
」
は
大
正
三
年
二
月
の
内
ヶ
崎
作
三
郎

訳
「
榕
樹
の
陰
」
を
最
初
と
し
て
い
る
が（

（1
（

、『
朱
欒
』
に
お
け
る
紹
介
は

こ
れ
よ
り
も
一
年
前
で
あ
る
。

　

増
野
自
身
こ
の
詩
を
も
っ
て
、
タ
ゴ
ー
ル
の
第
一
の
紹
介
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
次
の
言
葉
か
ら
推
察

で
き
る
。（
傍
点
増
野
、
以
下
同
）

　

内
ヶ
崎
氏

3

3

3

3

は
「
昨
春
二
月
の
「
新
日
本
」
に
於
い
て
僕
は
彼
を
日　

本
の
読
書
階
級
に
紹
介
し
た
。
僕
は
彼
の
二
三
の
詩
の
翻
訳
を
発
表

し
た
。
し
か
し
読
書
階
級
は
静
ま
り
返
っ
て
何
等
の
反
響
も
評
論
も

加
え
な
か
つ
た
、
恐
ら
く
は
破
笛
調
を
成
さ
ず
云
々
」
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
私
は
そ
の
丁
度
一
ヶ
年
前
の
二
月
の
『
朱
欒
』
で
彼
の
詩

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
が
恐
ら
く
第
一
の
紹
介
で
あ
っ
た
の
で
あ

る（
（1
（

。
四　

一
ベ
ン
ガ
ル
詩
人
の
発
見

　

さ
ら
に
、
増
野
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
号
の
『
詩
歌
』
に
お

い
て
「
私
が
タ
ア
ゴ
ル
の
非
凡
の
天
分
を
初
め
て
発
見
し
た
の
は
多
分
四

年
前
か
と
思
い
ま
す
がN

ation

（
倫
敦
発
行
）
の
紙
上
で
「
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
あ
る
国
」
と
い
う
一
編
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
ま
す（

（2
（

」
と
述
べ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
『
朱
欒
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
編
の
詩
が
、
彼
が
タ
ゴ
ー
ル

に
触
れ
た
最
初
の
作
品
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
増
野
が
当
時
目
に
し
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
記
事
に
つ
い
て
私
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ロ
ン
ド
ン
発
行

の
週
刊
新
聞T

he N
ation -and the A

thenaeum

（1907-1931

）
の 

大
正
元
年
六
月
一
五
日
の
記
事
の
中
に
、“T

he Country of Found-
E

verything” ,T
ranslated from

 the Bengali of Rabindra N
ath 

T
agore

と
い
う
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た（

（2
（

。
実
際
の

記
事
の
掲
載
日
は
増
野
の
記
憶
よ
り
若
干
遅
れ
る
が
、
詩
の
内
容
か
ら
見

て
も
恐
ら
く
増
野
は
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
英
語
版
が
イ
ン
ド
協
会
か
ら
限
定

七
五
〇
部
で
世
に
送
ら
れ
た
の
は
記
事
の
お
よ
そ
半
年
後
、
大
正
元
年

一
一
月
の
こ
と
で
あ
り
、
タ
ゴ
ー
ル
の
名
声
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
版
が
上
梓
さ
れ
る
の
は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と

大
正
二
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら（

（2
（

、
増
野
が
記
事
を
読
ん
だ
時
点
で
、

タ
ゴ
ー
ル
は
ま
だ
ベ
ン
ガ
ル
の
一
地
方
詩
人

0

0

0

0

0

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
経
由
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
タ
ゴ
ー
ル
が
名
声
を
得
る
よ
り
も

早
い
段
階
で
増
野
が
タ
ゴ
ー
ル
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
増
野
は
イ
ン
ド
研
究
を
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
頃
か
ら
初
め
た
と
語
っ
て
お
り（

（2
（

、
従
来
持
っ
て
い
た
イ
ン

ド
に
対
す
る
強
い
関
心
が
、
タ
ゴ
ー
ル
に
目
を
つ
け
る
一
つ
の
要
因
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
彼
の
元
に
、
タ
ゴ
ー
ル
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
知
ら
せ
が
届

く
と
、
大
正
三
年
三
月
号
の
『
詩
歌
』
に
お
い
て
「
最
近
か
の
印
度
詩
人
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ラ
ビ
ン
ド
ラ
・
ナ
ト
・
タ
ゴ
ル
の
ノ
ベ
ル
賞
受
領
の
如
き
は
物
的
主
観
に

執
し
て
か
の
杜
翁
イ
ブ
セ
ン
・
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
等
の
ボ
リ
チ
カ
ル
芸
術

を
以
て
「
新
時
代
」
の
旗バ
ン
ナ
ア印
と
す
る
偏
俠
な
る
西
方
人
の
奇
跡
と
云
わ
ね

ば
な
ら
ぬ（

（2
（

」
と
述
べ
、
西
欧
の
直
近
の
思
想
的
傾
向
に
皮
肉
を
交
え
な
が

ら
も
、
タ
ゴ
ー
ル
が
西
欧
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

彼
は
タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩
集
が
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
得

る
や
、
早
速
そ
の
入
手
に
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
く
も
そ
の
二
ヶ
月

後
に
は
、『
早
稲
田
文
学
』
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
か

ら
刊
行
さ
れ
た
英
語
版
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
巻
頭
の
イ
エ
イ
ツ
の
序
文
に

深
く
言
及
し
、
ま
た
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
園
丁
』
の
中
の
一
編
を
紹

介
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
彼
が
こ
の
時
点
で
既

に
英
語
版
の
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
集
、
少
な
く
と
もG

itanjali-Song 
O

fferings, M
acm

ilan （1913

）とT
he G

ardener, M
acm

ilan （1913

）

を
手
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。

　

そ
の
後
、
増
野
は
こ
れ
ら
入
手
し
た
タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩
集
を
も
と
に
本

格
的
な
翻
訳
活
動
を
開
始
す
る
。
増
野
は
同
年
、『
早
稲
田
文
学
』
七
月

号
に
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
二
編
の
詩
を
初
め
て
掲
載
す
る
と（

（2
（

、
以
後
非

常
に
短
い
期
間
で
集
中
的
に
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
。

五　

詩
壇
の
視
線
と
評
価

　

で
は
、
こ
う
し
た
増
野
の
存
在
を
同
時
代
の
詩
壇
は
ど
の
よ
う
に
見
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
薄
田
泣
菫
は
増
野
が
大
阪
に
居
た
頃
、
梅
田
駅
付
近

で
彼
と
度
々
遭
遇
し
た
よ
う
で
、
後
に
随
筆
集
『
艸
木
虫
魚
』
の
中
で
そ

の
人
物
に
つ
い
て
「
増
野
氏
は
生
前
オ
マ
ア
・
カ
イ
ヤ
ム
や
タ
ゴ
オ
ル
の

訳
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
翻
訳
よ
り
も
彼
自
身
の
も
の
を

書
い
た
方
が
よ
か
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
詩
人
の
貴
稟
に
富
ん
だ
男

だ
っ
た（

（2
（

」
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
タ
ゴ
ー
ル
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、

室
生
犀
星
が
『
詩
歌
』（
大
四
年
九
月
）
で
「
増
野
三
良
氏
に
よ
っ
て
ギ

タ
ン
ジ
ヤ
リ
や
新
月
が
、
敬
虔
な
世
に
も
類
い
な
い
精
通
力
学
を
も
つ
て

現
れ
た
。
冒
涜
さ
れ
ざ
る
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ア
ゴ
ル
は
誠
に
増
野

氏
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
特
筆
し
て
置
く（

（2
（

」
と
書
い
て
お
り
、

タ
ゴ
ー
ル
の
忠
実
な
る
紹
介
者
と
し
て
、
増
野
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
増
野
が
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
多
数
寄
稿
し
た
『
詩

歌
』
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
前
田
夕
暮
は
増
野
の
没
後
、「
氏
は
最
も

タ
ゴ
ー
ル
を
熱
狂
的
に
讃
美
唱
道
し
た
、
氏
は
最
も
早
く
タ
ゴ
ー
ル
を
我

が
国
に
紹
介
し
た
人
で
あ
っ
た
、
其
訳
詩
は
少
々
硬
だ
と
い
う
評
も
あ
っ

た
が
、
兎
に
角
「
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
」「
新
月
」「
園
丁
」
の
三
詩
集
を
最
も

内
容
的
に
我
が
詩
壇
に
移
植
し
た
の
は
、
氏
の
偉
大
な
る
努
力
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ（

（3
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
増
野
は
三
木
露
風
を
中
心
に
『
未
来
』

に
集
っ
た
象
徴
派
詩
人
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
が（

（3
（

、
大
正
初
期
の
詩
壇
に
東

洋
的
神
秘
主
義
の
風
を
吹
き
込
ん
だ
稀
有
な
存
在
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

一
方
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
日
本
に
於
け
る
タ
ゴ
ー
ル
の
流
行
は

目
下
の
と
こ
ろ
や
や
軽
佻
の
機
を
免
れ
ぬ
が
、
此
の
訳
者
は
初
め
か
ら
の

印
度
熱
愛
者
で
あ
り
、
タ
ゴ
ー
ル
の
紹
介
者
で
あ
る
と
い
う
点
に
於
い
て

敬
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
も
氏
は
今
病
気
で
あ
る
。
訳
文
は
や
や
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硬
い
よ
う
に
思
う（

（3
（

」（「
新
月
」『A

RS

』
大
四
年
八
月
）
や
、「
訳
文
に

は
も
う
一
層
の
流
暢
と
明
快
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
し
か
し
之

に
対
す
る
訳
者
の
敬
虔
な
態
度
は
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る（

（3
（

」（「
新
月
」

『
生
活
と
芸
術
』
大
四
年
六
月
）
な
ど
、
タ
ゴ
ー
ル
の
敬
虔
な
紹
介
者
と

し
て
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
、
訳
文
に
つ
い
て
は
前
田
も
触
れ
て
い
た
通
り
、

や
や
硬
い
と
い
う
書
評
が
多
い
。

六　

増
野
翻
訳
の
特
色

　

で
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
評
を
踏
ま
え
た
上
で
、
増
野
が
ど
の
よ
う
に

タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩
を
翻
訳
し
た
の
か
。
そ
の
特
色
を
増
野
の
代
表
作
と
な

る
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

　

原
書
と
な
る
英
訳
詩
集
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』（Gitanjali-Song 

O
fferings

）
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
か
ら
普
及
版

が
刊
行
。
同
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
対
象
作
品
で
あ
り
、
散
文
詩

一
〇
三
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ベ
ン
ガ
ル
語
本
『
ギ
タ
ン

ジ
ョ
リ
』
か
ら
は
五
三
編
、
後
の
五
〇
編
は
他
の
ベ
ン
ガ
ル
語
詩
集
か
ら

選
出
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
実
際
は
英
訳
詩
選
集

0

0

0

と
呼
ぶ
の
が
よ
り
適
当
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
英
訳
は
全
て
タ
ゴ
ー
ル
自
身
の
手
に
よ
り
、
彼
の

全
詩
集
の
中
で
も
世
界
的
に
最
も
広
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

一
方
、
増
野
訳
は
『
印
度
新
詩
集
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
（
歌
の
祭
贄
）』
と

し
て
、
大
正
四
年
三
月
二
〇
日
に
東
雲
堂
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
巻
頭

に
は
イ
エ
イ
ツ
（W

illiam
 Butler Y

eats

）
の
序
文
も
納
め
ら
れ
て
お
り
、

わ
が
国
と
し
て
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
版
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
初
の

0

0

完
全

な
全
訳
本

0

0

0

と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
詩
集
で
あ
る
。
ま
た
、
四
六
判
、

二
五
〇
頁
の
こ
の
詩
集
は
著
者
装
画
装
丁
と
い
う
点
で
も
増
野
の
こ
だ
わ

り
が
窺
え
る
一
冊
で
あ
る（

（3
（

。
タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩
に
対
す
る
増
野
の
翻
訳
に

は
、
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
共
通
し
て
彼
な
り
の
意

図
が
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
版
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
第
一
番
の
冒
頭

を
増
野
の
訳
と
比
べ
て
み
よ
う（

（3
（

。

　

T
H

O
U

 hast m
ade m

e endless, such is thy pleasure.
T

his frail vessel thou em
ptiest again and again, 

and fillest it ever w
ith fresh life.

　

T
his little flute of a reed 

thou hast carried over hills and dales,
and hast breathed through it m

elodies eternally new
.

�

（
原
書
一
頁
）

　

爾
は
私
を
無
限
に
す
る
、
そ
れ
が
爾
の
歓
楽
で
あ
る
。

こ
の
壊
易
い
甕
を
、
爾
は
幾
度
も
幾
度
も
空か

虚ら

に
し
て
、

ま
た
絶
え
ず
清フ
レ
ッ
シ
ュ心な

生い
の
ち命

を
一
杯
充
し
て
居
る
。

　

こ
の
小
さ
な
蘆
の
笛
を
、

爾
は
小
山
や
谷
間
を
超
え
て
持
っ
て
来
て
、

笛
を
通
し
て
永
遠
に
新
し
い
偕メ
ロ
デ
ィ調

を
呼
吸
し
て
い
る
。

�

（
増
野
訳
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
三
頁
）

　

増
野
翻
訳
は
詩
の
段
落
構
成
、
基
本
的
な
句
読
点
の
位
置
も
原
文
通
り

の
形
式
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
日
本
語
の
自
然
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
よ
り
も
原
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文
を
忠
実
に
日
本
語
に
起
こ
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。
口
語
体
の
散
文

訳
に
よ
る
「
厳
密
な
逐
語
訳
」
は
増
野
翻
訳
の
第
一
の
特
色
と
し
て
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
末
尾
の
「
偕メ
ロ
デ
ィ調
を
呼
吸
す
る
」
な
ど
は
、
極
端
に

直
訳
的
す
ぎ
て
、
日
本
語
と
し
て
不
自
然
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ

で
の“breath”
は
「
呼
吸
す
る
」
よ
り
も
む
し
ろ
、「
吹
く
」「
吹
き
込
む
」

と
訳
し
た
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ぎ
こ
ち
な
い
翻
訳
は

『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
中
に
散
見
さ
れ
る
が
、後
に
刊
行
し
た
『
新
月
』、『
園

丁
』
な
ど
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
増
野
は
同
時
代
の
詩

人
や
翻
訳
者
達
か
ら
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
初
版
本
の
翻
訳
に
関
し
て
手
厳

し
い
指
摘
を
受
け
て
お
り
、
再
版
を
重
ね
る
中
で
誤
訳
誤
植
の
箇
所
な
ど

は
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

増
野
翻
訳
の
第
二
の
特
色
と
し
て
、
増
野
が
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
中

に
何
度
も
登
場
す
る
「
至
高
の
一
者
＝
爾
」（thou
）
に
呼
応
す
る
敬
語

表
現
を
訳
か
ら
削
ぎ
落
と
し
て
「
で
あ
る
調
」
に
統
一
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
増
野
よ
り
数
日
遅
れ
て
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
を
『
タ
ゴ
ー
ル

詩
集
伽
陀
の
捧
物
』
と
題
し
て
刊
行
し
た
三
浦
関
造
は
こ
の
部
分
を
全
て

文
語
の
「
給
う
」
に
よ
っ
て
訳
し
て
い
る
。
二
人
の
訳
し
方
の
違
い
に
つ

い
て
原
文
第
一
番
の
冒
頭
に
対
応
す
る
増
野
訳
と
三
浦
訳
と
を
掲
げ
て
み

よ
う（

（3
（

。
　
　

T
H

O
U

 hast m
ade m

e endless, such is thy pleasure.
�

（
原
書
）

　
　

爾
は
私
を
無
限
に
す
る
、
そ
れ
が
爾
の
歓
楽
で
あ
る
。

�

（
増
野
訳
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』・
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）

　
　

爾な
ん
ぢは

吾わ
れ

を
無む

限げ
ん

の
者も
の

と
し
給た

ま

へ
り
。

　
　

こ
は
汝な
ん
ぢの

喜よ
ろ
こび

給た
ま

う
と
こ
ろ
な
れ
ば
な
り
。

�

（
三
浦
訳
『
仏
陀
の
捧
物
』
一
頁
）

　
「
文
語
調
」
で
格
調
高
い
印
象
を
受
け
る
三
浦
翻
訳
に
対
し
て
、「
で
あ

る
調
」
の
増
野
翻
訳
は
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら
力
強
い
印
象
を
受
け
る
。
た

だ
し
、
全
て
の
詩
が
「
で
あ
る
調
」
の
形
式
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
増

野
は
詩
の
主
体
が
女
性
、
多
く
は
母
親
で
あ
る
時
に
は
「
で
す
ま
す
調
」

で
も
っ
て
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
例
と
し
て
第
六
十
二
番
の
詩
の
冒
頭
を

挙
げ
よ
う（

（3
（

。

　

私
が
お
ま
え
に
彩さ
い

色し
き

し
た
玩
具
を
持
っ
て
き
た
と
き
に
、
坊
や
、

私
は
何な

故ぜ

雲
や
水
の
上
に
色い
ろ

彩ど
り

の
遊あ
そ
び
ご
と戯が

あ
り
、
ま
た
何な
ぜ

故
花
が

様
々
の
色
に
化
粧
さ
れ
て
い
る
の
か
が
よ
く
解
り
ま
し
た
─
私
が

お
ま
え
に
彩さ
い

色し
き

し
た
玩
具
を
与
え
た
其そ

の
時
に
、
坊
よ
、

�

（
増
野
訳
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
一
三
八
頁
）

　

増
野
は
母
か
ら
子
へ
の
や
さ
し
い
呼
び
か
け
を
表
現
す
る
際
に
は
「
で

す
ま
す
調
」
を
頻
繁
に
使
用
し
て
お
り
、こ
の
形
式
は
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』

で
は
少
な
い
も
の
の
、タ
ゴ
ー
ル
が
子
供
に
向
け
て
書
い
た
詩
集
『
新
月
』

の
中
で
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
詩
集
で
は
子
か
ら
母
へ
の

呼
び
か
け
に
も
「
で
す
ま
す
調
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
親
子
の
掛
け
合

い
を
ほ
の
ぼ
の
し
た
温
か
い
印
象
で
訳
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
増
野
が
「
ル
ビ
」
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
点
も
特
色
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
ル
ビ
の
使
用
自
体
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
外
国

語
の
翻
訳
の
際
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
来
た
手
法
で
あ
る
が
、
増
野
も



─ 87 ─

こ
れ
に
倣
い
、
ル
ビ
を
必
要
に
応
じ
て
用
い
な
が
ら
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

増
野
は
、
①
熟
語
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
読
み
易
い
ひ
ら
が

0

0

0

な0

の
ル
ビ
、
②
日
本
語
で
は
表
現
で
き
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
英
語
の
ま
ま

表
記
す
る
片
仮
名

0

0

0

の
ル
ビ
の
二
種
類
を
用
い
て
お
り
、
特
に
①
に
つ
い
て

は
三
冊
の
詩
集
を
通
し
て
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

　
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
第
一
番
の
第
二
節
に
も
「
空か

虚ら

に
し
て
」
と
い
う

表
現
が
あ
る
が
、
例
え
ば
こ
の
訳
に
呼
応
す
る“em

pty”

を
当
時
の
辞
書

で
調
べ
る
と
「
空
虚
ニ
ス
、
空カ
ラ

ニ
ナ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は

増
野
は
熟
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
り
や
す
い
「
虚
」
と
い
う
字
を
残
し

な
が
ら
、「
カ
ラ
」
と
い
う
響
き
の
良
さ
も
残
す
た
め
に
両
者
を
組
み
合

わ
せ
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
増
野
訳
の
ル
ビ
に
は
、
逐
語
訳
の
辞
書
的
な

堅
い
熟
語
の
意
味
を
和
ら
げ
、
ま
た
音
感
を
良
く
す
る
意
味
で
も
工
夫
と

苦
心
の
跡
が
伺
え
る
。

　

増
野
翻
訳
の
特
色
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
き
た
が
、
当
時
は
文
語
自
由
詩

か
ら
口
語
自
由
詩
へ
の
過
渡
期
で
も
あ
り
、
翻
訳
の
形
態
も
未
だ
模
索
の

途
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
同
時
代
の
タ
ゴ
ー
ル
の
翻
訳
作
品
に
お
い
て

も
訳
者
に
よ
り
多
種
多
様
な
形
式
が
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
宗
教
哲

学
者
で
も
あ
っ
た
斎
木
仙
酔
は
、『
タ
ゴ
ー
ル
の
歌
』（
大
四
年
六
月
）
の

中
で
「
予
は
特
に
本
書
は
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
が
本
国
に
て
歌
謡
せ
ら
る
る
を

羨
み
て
、
彼
の
意
を
分
り
安
く
韻
文
に
も
の
せ
る
な
り（

（4
（

」
と
述
べ
て
『
ギ

タ
ン
ジ
ャ
リ
』
の
一
〇
三
編
の
詩
を
す
べ
て
五
・
七
調
の
短
歌
形
式
に
意

訳
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
多
様
な
訳
の
中
で
、
増
野
翻
訳
の
特
色
に
底
流
す
る
も
の
は
、

原
書
を
出
来
る
限
り
忠
実
に
再
現
し
、
読
者
に
原
文
の
味
わ
い
を
正
確
に

伝
え
た
い
と
い
う
強
い
意
識
で
あ
る
。
増
野
の
翻
訳
に
は
、
現
代
か
ら
見

れ
ば
、
や
や
滑
稽
な
程
に
直
訳
的
な
個
所
も
見
ら
れ
、
厳
密
に
は
誤
訳
と

見
ら
れ
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
当
時
ま
だ
部
分
的
な
翻
訳
、

意
訳
が
一
般
的
で
あ
っ
た
中
に
、
原
文
に
忠
実
な
形
式
を
も
っ
た
全
訳
の

詩
集
が
未
熟
な
り
と
も
、
短
期
間
で
三
冊
も
世
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
は
、

歴
史
的
な
意
義
が
あ
る
。

七　

人
間
性
へ
の
目
覚
め

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
タ
ゴ
ー
ル
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
の
知

ら
せ
は
、
日
本
の
知
識
人
に
激
震
を
走
ら
せ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
彼
が

ア
ジ
ア
人
初

0

0

0

0

0

の
栄
光
に
輝
い
た
こ
と
に
よ
る
。
彼
の
名
前
は
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
大
正
四
年
頃
に
は
す
っ
か
り
「
時
の
人
」
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
事
実
が
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
タ
ゴ
ー
ル
の
翻
訳
が
盛
ん
に

進
め
ら
れ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
増
野

は
そ
う
し
た
社
会
の
安
直
な
雰
囲
気
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
た
。

彼
は
前
述
し
た
通
り
、
タ
ゴ
ー
ル
が
欧
米
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
り
も
前
か

ら
、
既
に
タ
ゴ
ー
ル
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
が
タ
ゴ
ー

ル
を
翻
訳
し
た
要
因
は
全
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

私
は
増
野
が
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
要
因
は
大
き
く
二

つ
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
一
つ
は
、
増
野
が
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
新

た
な
思
想
的
転
換
点
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
増
野
は
肌
に
合
わ
な
い
新

聞
社
を
退
社
し
た
後
、
大
正
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
一
年
半
程
を
神
戸



─ 88 ─

郊
外
で
放
浪
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
病
気
を
自
覚
す

る
程
で
は
な
く
、
六
甲
山
麓
の
御
影
村
で
石
切
り
や
酒
搾
り
な
ど
を
し
な

が
ら
イ
ン
ド
の
幻
想
に
耽
り
気
儘
に
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う（

（4
（

。
こ
の
時
の

こ
と
を
、
増
野
は
後
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

私
は
あ
の
あ
か
る
い
南
欧
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
神
戸
郊
外
に
居
た
こ

ろ
の
生
活
と
タ
ア
ゴ
ル
の
第
一
印
象
と
を
引
離
し
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
も
う
彼
是
四
年
に
な
る
。
其
の
頃
私
が
梨リ
グ
ヴ
エ
ダ

俱
毘
弛
や
外

道
の
詩
（
ロ
カ
ヤ
タ
の
プ
リ
ハ
チ
パ
チ
の
も
の
等
）
に
耽
っ
て
い
る

の
を
東
京
か
ら
角
田
浩
々
歌
客

3

3

3

3

3

3

氏3

（
（4
（

が
「
三
良
子
印
度
の
毒コ
ブ
ラ蛇
を
愛
す

る
甚
だ
妙
。
し
か
し
風ポ
プ
ラ
ー俗

を
合
せ
愛
せ
よ
。Cobra

とpopular

音

相
近
し
。『
コ
』
の
奇
な
る
に
比
し
『
ポ
』
の
俗
な
る
の
み
、
よ
ろ

し
く
俗
を
支
配
し
て
後
雅
に
望の
ぞ

む
べ
し
。
君
ま
た
俗
の
毒
を
飲
ん
で

み
た
ま
へ
。毒
と
は
何
、俗
化
す
る
こ
と
。」と
奇キ
ユ
リ
オ異

を
排
し
て
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
た
ら
ん
こ
と
を
私
に
提
唱
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
氏
の
所
謂

ワ
イ
ル
ド
の
弟
子
が
タ
ア
ゴ
ル
に
よ
っ
て
更
に
人
間
性
に
滲
徹
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

と
も
云
へ
よ
う（

（4
（

。

　

難
解
な
印
度
の
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
や
、
西
欧
の
退
廃
的
な
詩
に
耽
り
、
隠

遁
者
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
増
野
は
、
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
人
間
の
生

命
を
愛
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
開
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
若
き

増
野
に
と
っ
て
大
き
な
思
想
的
跳
躍
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。増
野
は「
こ

れ
ま
で
印
度
と
い
う
言
葉
は
西
洋
人
ば
か
り
で
な
く
私
達
に
と
っ
て
も
か

の
祭
火
祭
酒
の
隠
密
に
通
じ
て
巧
み
に
現
実
を
遁
避
し
虚
無
を
愉
悦
す
る

呪
文
僧
に
奉
げ
ら
れ
た
退
廃
的
な
賓
プ
レ
ヂ
ケ
ー
ト

辞
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
全
く
タ
ア

ゴ
ル
に
よ
っ
て
何
人
に
も
読
む
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
七
つ
封
印
の
秘
密
の
巻

は
破
ら
れ
て
、
晦
渋
の
呪
文
は
単
純
な
生
命
の
歌
と
な
っ
た
の
で
す
。
而

し
て
タ
ア
ゴ
ル
は
生
命
と
い
う
大
詩
人
の
前
に
跪
い
て
い
る
の
で
す
」
と

述
べ
て
い
る（

（4
（

。
増
野
も
認
め
た
通
り
、
タ
ゴ
ー
ル
は
常
々
、「
地
に
足
を

つ
け
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
れ
」
と
万
人
に
呼
び
掛
け
て
い
た
。

　

こ
の
讃
誦
も
唱
歌
も
念
珠
の
咒
文
も
や
め
よ
！

扉
が
み
な
閉し
ま

っ
て
い
る
寺
院
の
こ
の
寂
し
い
幽う
す

暗ぐ
ら

い
片
隅
で
、

お
ま
え
は
誰だ
れ

を
拝
ん
で
い
る
の
だ
？
お
ま
え
の
眼
を
あ
け
て
、

お
ま
え
の
神
は
お
ま
え
の
前
に
居
ら
ぬ
の
を
よ
く
見
よ
！

　

彼
は
百
姓
が
堅
い
地
盤
を
耕
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

ま
た
道
路
工
夫
が
石
を
砕
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
存お

在は

す
の
で
あ
る
。

彼
は
彼
等
と
、
晴
天
の
日
も
、
大
雨
の
日
も
供
い
っ
し
ょに
居
て
、

彼
の
衣
は
塵ほ
こ
り埃

で
真
白
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
ま
え
の
神ぎ
し
き聖

の
長こ
ろ
も衣

を
脱
い
で
塵
埃
だ
ら
け
の
大
地
の
な
か
に
、

彼
の
如
く
に
凌は
ぢ
し
め辱
を
う
け
よ（

（4
（

。

�

（
増
野
訳
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
二
一
・
二
二
頁
よ
り
抜
粋
）

　

増
野
は
タ
ゴ
ー
ル
の
こ
う
し
た
魂
の
呼
び
声
に
答
え
た
。
増
野
は
タ

ゴ
ー
ル
を
「
世
界
の
心
の
司
祭
者
」
と
呼
ん
で
憚
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
あ

く
ま
で
リ
ア
ル
あ
く
ま
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
深
く
根
ざ
し
た
生
命
の
真
諦
に

於
い
て
蓋
し
タ
ア
ゴ
ル
は
最
も
偉
大
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

増
野
が
生
命
を
愛
す
る
真
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
思
想
上
の
理

想
に
タ
ゴ
ー
ル
を
発
見
し
た
こ
と
は
彼
が
タ
ゴ
ー
ル
に
魅
了
さ
れ
た
第
一
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の
要
因
で
あ
ろ
う
。

八　

死
の
超
克
と
内
的
共
鳴

　

第
二
の
要
因
と
し
て
は
、
増
野
が
若
く
し
て
自
ら
の
死
と
真
向
か
う
必

要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

神
戸
で
の
思
索
に
満
ち
た
楽
し
い
放
浪
の
日
々
は
、
彼
の
病
状
の
悪
化

に
よ
っ
て
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
増
野
は
遂
に
病
気
療
養
の
た
め
、

故
郷
島
根
に
帰
郷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
元
来
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
思

想
の
も
と
で
世
界
中
の
詩
人
の
翻
訳
に
情
熱
を
傾
け
て
き
た
増
野
で
あ
っ

た
が
、
故
郷
で
の
彼
の
晩
年
は
正
に
一
日
一
日
が
迫
り
く
る
死
の
重
圧
と

激
し
い
痛
苦
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。そ
れ
が
、ど
れ
程
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
、
次
の
言
葉
か
ら
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　

私
は
決
し
て
死
に
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
死
を
欲
求
す
る

ほ
ど
さ
し
せ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
短
銃
も
毒
薬
も
無
用
だ
。
私
は

病
気
を
平
気
な
顔
で
汽
船
に
乗
る
。
そ
し
て
深よ
ふ
け更
に
海
に
飛
び
込
む

の
だ
と
決
し
ま
し
た
。
併
し
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
の
智
ジ
ュ
ナ
ー
グ
ニ

火
は
よ
く
迷

妄
の
薪サ
ミ
ヂを

灰
塵
と
化
し
た
の
で
す
。
私
は「
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
」に
よ
っ

て
信
じ
ま
す
。
死
と
は
忍
辱
に
徹
し
た
生
で
あ
る
。
ま
た
嘗
て
喪
は

れ
た
歓
喜
を
再
び
宇
宙
の
総ホ
ー
ル
ネ
ス額の

う
ち
に
感タ
ッ
チ触

す
る
こ
と
で
す
。
私

は
生
命
と
ひ
と
し
く
死
を
賛
美
し
ま
す
が
し
か
し
『
招
待
な
く
し
て

饗
宴
に
列
な
ら
ん
と
す
る
は
卑
劣
な
る
が
如
く
召
さ
ず
し
て
「
死
」

の
王
国
の
扉
を
叩
く
は
痴
愚
の
迷
誤
で
あ
る
』
と
悟
り
ま
し
た（

（4
（

。

　

増
野
は
暗
い
病
床
の
中
で
、
タ
ゴ
ー
ル
の
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
に
一
筋

の
光
を
見
出
し
た
。『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
命
を
全

う
す
る
意
味
を
改
め
て
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
増
野
は
死
の
直
前

ま
で
翻
訳
の
手
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

増
野
は
自
ら
が
タ
ゴ
ー
ル
を
翻
訳
す
る
真
の
意
味
に
つ
い
て
、「
私
は

印
度
詩
人
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ア
ゴ
ル
の
冥
想
を
探
求
し
て
死
よ
り

も
強
い
生
命
を
と
焦
燥
し
て
い
る
の
で
す（

（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
増
野
は
タ

ゴ
ー
ル
を
「
生
命
を
拒
否
隠
遁
し
な
い
第
一
人
者（

（5
（

」
と
称
し
て
い
る
が
、

タ
ゴ
ー
ル
は
死
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
も
楽
観
的
で
あ
り
、
生
命
の
絶
対
の

優
位
性
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
生
命
観
を
タ
ゴ
ー
ル
は
人
生
の
深
い
悲
し
み
と
共
に
確
立
し
た
。

増
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
英
詩
集『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』の
母
体
と
な
っ

た
ベ
ン
ガ
ル
語
版
『
ギ
タ
ン
ジ
ョ
リ
』
は
、
タ
ゴ
ー
ル
自
身

0

0

0

0

0

0

が
人
生
の
苦

悩
と
悲
し
み
の
時
期
を
越
え
て
一
つ
の
境
地
に
立
っ
た
、
言
わ
ば
彼
の
精

神
の
回
復
と
復
活
を
象
徴
す
る
作
品
で
も
あ
っ
た
。

　

タ
ゴ
ー
ル
は
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
愛
す
る
妻
と
二

人
の
子
供
を
立
て
続
け
に
病
で
失
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
タ
ゴ
ー
ル
の

様
子
に
つ
い
て
タ
ゴ
ー
ル
の
生
涯
を
研
究
し
た
Ｋ
・
ク
リ
パ
ラ
ー
ニ
は
以

下
の
よ
う
に
詳
細
に
書
い
て
い
る
。

一
九
〇
七
年
に
、
彼
の
家
庭
生
活
の
悲
劇
は
終
局
に
達
し
た
。
末
子

の
シ
ョ
ミ
ン
ド
ラ
が
コ
レ
ラ
に
罹
っ
て
、
十
三
歳
の
若
さ
で
急
死
し

た
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
れ
ば
、
父
の
よ
う
に
な
に
か

3

3

3

に
な
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
子
で
あ
っ
た
。
く
し
く
も
そ
れ
は
、
五
年
前
に
こ
の

子
の
母
が
逝
っ
た
祥
月
命
日
に
当
た
っ
て
い
た
。
嵐
の
よ
う
に
吹
き
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す
さ
ん
だ
五
年
の
歳
月
に
、
タ
ゴ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
家
庭
生
活
の
崩

壊
の
苦
痛
を
嘗
め
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

癒
え
な
い
悲
し
み
と
酷
い
虚
無
感
に
苛
ま
れ
た
タ
ゴ
ー
ル
は
、
遂
に
所

領
地
で
あ
る
シ
ド
ラ
イ
ホ
の
田
舎
に
ひ
き
こ
も
っ
た
が
、
詩
作
は
絶
え
ず

続
け
ら
れ
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
深
い
悲
哀
と
孤
独
の
経
験
は
タ
ゴ
ー
ル
を

し
て
永
遠
な
る
一
者
と
向
き
合
わ
せ
る
十
分
な
時
間
を
与
え
た
。
ま
さ
に

こ
の
時
期
に
創
作
さ
れ
た
詩
を
集
約
し
た
も
の
が
ベ
ン
ガ
ル
語
版
『
ギ
タ

ン
ジ
ョ
リ
』
で
あ
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
は
そ
の
創
作
を
通
し
て
生
命
に
対
す

る
絶
対
的
肯
定
観
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

タ
ゴ
ー
ル
が
辿
り
着
い
た
こ
の
生
命
に
対
す
る
絶
対
的
な
肯
定
観
を
、

増
野
も
ま
た
、
そ
の
研
究
、
翻
訳
を
通
し
て
会
得
し
た
い
と
求
め
て
い
た
。

そ
し
て
自
ら
も
タ
ゴ
ー
ル
の
よ
う
に
死
の
恐
怖
を
超
越
し
た
強
い
存
在
で

あ
り
た
い
と
願
っ
た
の
だ
ろ
う
。
タ
ゴ
ー
ル
と
増
野
の
間
に
は
『
ギ
タ
ン

ジ
ャ
リ
』
と
い
う
一
つ
の
作
品
を
通
し
て
深
い
内
的
共
鳴
が
見
ら
れ
る
。

九　

お
わ
り
に

　

丹
羽
京
子
氏
は
一
九
一
五
年
代
の
日
本
に
お
け
る
タ
ゴ
ー
ル
の
紹
介
は

イ
ギ
リ
ス
経
由
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
上
で
「
お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
イ
ギ

リ
ス
事
情
に
詳
し
い
英
文
学
者
た
ち
が
ロ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ト
の
英
文
作
品
を

翻
訳
、
紹
介
し
、
後
か
ら
印
度
哲
学
者
な
ど
が
解
説
を
加
え
た
の
が
、
こ

の
当
時
の
紹
介
の
あ
ら
ま
し
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
し
か
し
、

増
野
の
タ
ゴ
ー
ル
翻
訳
の
裏
に
隠
さ
れ
た
真
意
を
読
み
と
れ
ば
、
こ
う
し

た
概
要
的
な
通
説
に
つ
い
て
も
詳
し
く
検
討
す
べ
き
箇
所
が
見
え
て
く
る
。

確
か
に
、
増
野
は
英
文
学
者
で
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
事
情
に
も
詳
し
か
っ

た
。
彼
が
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
出
会
う
き
っ
か
け
が
イ
ギ
リ
ス
発
行
の
記
事

で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
晩
年
の
増
野
の
軸
足
は
英

文
学
に
は
な
く
、
彼
は
後
に
「
兄
に
熱
心
に
私
は
印
度
行
の
旅
費
を
迫
っ

て
も
笑
っ
た
儘
で
返
事
を
し
て
呉
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
兄
が
お
前
は
生

命
を
大
事
に
思
は
な
い
か
と
放
縦
な
生
活
を
戒
め
た
こ
と
は
一
度
や
二
度

や
な
か
っ
た（

（5
（

」
と
語
る
ほ
ど
、
印
度
に
深
く
傾
倒
し
て
お
り
、
タ
ゴ
ー
ル

の
翻
訳
は
文
字
通
り
命
を
削
り
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
翻
訳
作

品
が
決
し
て
表
面
的
な
紹
介
本
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
再
度
こ
こ

で
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

増
野
は
タ
ゴ
ー
ル
来
日
の
二
ヶ
月
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
た
め
、
二
人

の
間
に
直
接
の
交
流
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
最
初
期
の
タ
ゴ
ー

ル
の
翻
訳
紹
介
が
、「
タ
ゴ
ー
ル
の
流
行
」
と
い
う
社
会
的
機
運
に
と
ど

ま
ら
ず
、
死
を
目
前
に
し
た
一
人
の
若
い
詩
人
の
生
命
に
対
す
る
深
い
思

想
的
希
求
に
基
づ
く
営
み
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
受
容
史
の
中

に
刻
ま
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
三
浦
関
造
な
ど
同
時
代
の
翻
訳
者
た
ち
、
及
び
増
野
と
関
係
が

深
か
っ
た
象
徴
派
詩
人
等
へ
の
調
査
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

�

※
書
名
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
新
字
体
に
統
一
し
た
。

注（
1
）
我
妻
和
男
氏
に
よ
れ
ば
、
タ
ゴ
ー
ル
の
来
日
は
、
一
般
に
言
わ
れ
る
三
度

で
は
な
く
、
実
際
に
は
前
後
五
回
に
わ
た
る
。
名
声
が
広
が
る
と
と
も
に
、
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世
界
各
地
か
ら
招
待
を
受
け
、
遍
歴
の
旅
に
出
た
。
欧
州
が
戦
火
に
苦
し
む

さ
な
か
、
一
九
一
六
年
に
第
一
回
目
の
訪
日
を
行
う
。
五
月
末
か
ら
九
月
初

め
ま
で
の
約
三
ヶ
月
で
あ
る
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
、
翌
年
二
月
、

帰
路
再
び
横
浜
訪
れ
る
。
第
三
回
目
は
一
九
二
四
年
の
中
国
訪
問
の
後
、
六

月
に
日
本
に
滞
在
す
る
。
第
四
回
目
は
、
一
九
二
九
年
三
月
で
あ
り
、
そ
の

後
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
向
か
う
。
し
か
し
、
彼
の
地
で
揉
め
事
が
起
こ
り
、

す
ぐ
に
引
き
返
し
て
日
本
へ
五
度
目
の
来
訪
。五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
一
ヵ

月
ほ
ど
滞
在
し
た
（『
タ
ゴ
ー
ル
─
人
類
の
知
的
遺
産
61
─
』、
講
談
社
、
六
頁
、

一
九
八
一
年
）。

（
2
）
例
え
ば
、次
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
丹
羽
京
子
氏「
タ
ゴ
ー

ル
と
日
本
」『
タ
ゴ
ー
ル
著
作
集
』
別
巻
〈
タ
ゴ
ー
ル
研
究
〉（
第
三
文
明
社
、

三
四
四
─
三
六
八
頁
、
一
九
九
三
年
）。
森
本
達
雄
氏
「
タ
ゴ
ー
ル
と
岡
倉
天

心
」（
同
書
、
一
八
六
─
二
〇
五
頁
）
我
妻
和
男
氏
「
タ
ゴ
ー
ル
の
日
本
へ
の

賛
美
と
警
告
」（
注
（
1
）
書
、
五
─
三
四
頁
）。

（
3
）
タ
ゴ
ー
ル
は
詩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
創
作
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
詩
集

以
外
に
も
戯
曲
、
短
編
、
長
編
小
説
、
ま
た
哲
学
論
や
教
育
論
な
ど
も
残
し

て
い
る
。
本
論
で
は
そ
れ
ら
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
学
作
品
を
総

称
し
て
「
タ
ゴ
ー
ル
作
品
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
丹
羽
氏
（
注
（
2
）
書
、
三
五
七
─
三
五
八
頁
）。

（
5
）
昭
和
期
に
タ
ゴ
ー
ル
を
翻
訳
し
た
山
室
静
や
高
良
と
み
、
高
良
留
美
子
に

つ
い
て
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
詳
し
い
。大
沼
郁
子
氏「
山

室
静
と
タ
ゴ
ー
ル
」「
日
本
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
家
政
学
研
究
科
・
人
間
生

活
学
研
究
科
」
第
24
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）。
綾
目
広
治
氏
「
永
瀬
清
子
を

め
ぐ
る
詩
想
の
つ
な
が
り
─
高
良
と
み
・
高
良
留
美
子
・
タ
ゴ
ー
ル
」「
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
日
本
語
・
日
本
文
学
編
」
第
38
巻
第
1
号

（
二
〇
一
四
年
一
月
）。

（
6
）
増
野
三
良
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、『
現
代
詩
大
辞
典
』（
三
省
堂
、
六
一
一

頁
、
二
〇
〇
八
年
）、『
日
本
現
代
詩
辞
典
』（
桜
楓
社
、
四
四
五
─
四
四
六
頁
、

一
九
八
六
年
）、
佐
野
晴
男
氏
「
生
田
春
月
と
山
陰
の
詩
壇
（
1
）」『
山
口
大

学
教
養
部
紀
要
・
人
文
科
学
編
』
第
18
巻
（
一
一
九
─
一
二
五
頁
、

一
九
八
四
年
一
〇
月
）〈
ａ
〉、同
氏
「
生
田
春
月
と
山
陰
の
詩
壇
（
2
）」『
山

口
大
学
教
養
部
紀
要
・
人
文
科
学
編
』
第
19
巻
（
一
三
一
─
三
四
頁
、

一
九
八
五
年
二
月
）〈
ｂ
〉《
い
ず
れ
も
「
増
野
三
良
著
作
年
表
」
を
含
む
》。

山
崎
克
彦
氏
『
浜
田
の
生
ん
だ
若
き
英
文
学
者
歌
人
増
野
三
良
（
翅
白
）』（
山

崎
克
彦
、
一
─
一
二
頁
、
一
九
八
八
年
）、
山
崎
克
彦
氏
編
『
石
見
人
物
抄
上

巻
』（
島
根
文
化
研
究
所
、
一
二
九
─
一
四
九
頁
、
一
九
五
九
年
）
を
参
照
し

た
。

（
7
）
佐
野
氏
「
増
野
三
良
著
作
年
表
」
を
参
照
（
注
（
6
）
論
文
ａ
、
一
二
二

─
一
二
三
頁
）。
明
治
四
二
年
一
一
月
一
四
日
の
読
売
新
聞
の
日
曜
付
録
に
増

野
翅
白
名
義
で
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
詩
二
編
「
街
」「
青
い
な
げ
き
」
の
掲
載
を
確

認
。

（
8
）『
心
の
花
』
第
13
巻
12
号
（
明
治
四
二
年
一
二
月
）、
14
巻
2
号
、（
明
治

四
三
年
二
月
）、
同
巻
5
号
、
6
号
、
7
号
、
8
号
、
9
号
、
12
号
、
15
巻
2

号
（
明
治
四
四
年
二
月
）
に
増
野
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
翻
訳
詩
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
復
刻
版
に
よ
る
確
認
（
冬
至
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

（
9
）
従
兄
弟
で
増
野
と
親
し
か
っ
た
恒
藤
恭
は
明
治
四
三
年
頃
を
振
り
返
っ
て
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「
二
人
は
同
じ
土
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
割
合
に
は
あ
ま
り
度
々
会
っ
て
話

す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
で
も
、
会
え
ば
隔
て
な
く
話
し
た
。
話
は
主
に
文

学
に
縁
の
あ
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
や
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ

や
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
や
は
、
そ
の
こ
ろ
彼
の
思
想
を
支
配
す
る
詩
人
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
恒
藤
恭
「
増
野
三
良
を
お
も
う
」
山
崎
氏
編
（
注

（
6
）
書
、
一
四
五
頁
）。

（
10
）
杉
田
英
明
氏
「
大
正
日
本
の
『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』」『
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
紀
要
』
21
巻
（
一
頁
、二
〇
一
七
年
三
月
）。

『
朱
欒
』
第
2
巻
第
11
号
。
復
刻
版
に
よ
る
確
認
（
臨
川
書
店
、
四
五
─
四
六

頁
、
一
九
一
二
年
一
一
月
）。

（
11
）
前
田
夕
暮
は
「
氏
に
は
此
他
未
だ
出
版
さ
れ
ぬ
訳
詩
集
が
三
つ
も
あ
る
。

し
か
も
皆
い
づ
れ
も
訳
了
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
と
は
「
ル
バ

イ
ヤ
ッ
ト
」
と
「
印
度
古
代
詩
集
」
と
印
度
女
詩
人
サ
ロ
ジ
ニ
・
ナ
イ
ヅ
の

詩
集「
黄
金
の
国
」等
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。「
増
野
三
良
氏
を
悼
む
」『
詩

歌
』
第
6
巻
4
号
。
復
刻
版
に
よ
る
確
認
（
白
日
社
、
四
三
頁
、
一
九
一
六

年
四
月
）。

（
12
）
佐
野
氏
「
増
野
三
良
著
作
年
表
」
を
参
照
（
注
（
6
）
論
文
ａ
、
一
二
三

頁
）。

（
13
）
サ
ロ
ジ
ニ
・
ナ
イ
ド
ゥ
（Sarojini N

aidu

）（
一
八
七
九
～
一
九
四
九
）

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
出
身
の
女
流
詩
人
。
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
に
お
い
て
マ
ハ

ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
─
に
従
い
、
独
立
運
動
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
。

（
14
）『
詩
歌
』
第
6
巻
第
2
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
蛇
つ
か
ひ
（「
黄
金
の
国
」
よ

り
）」
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
増
野
の
最
後
の
翻
訳
作
品
で
あ
る
（
三
五
頁
、

一
九
一
五
年
二
月
）。

（
15
）
増
野
三
良
「
タ
ア
ゴ
ル
の
中
心
思
想
に
就
い
て
」『
詩
歌
』（
四
九
頁
、

一
九
一
五
年
四
月
）。

（
16
）
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
及
び
近
代
文
学
館
の
図
書
検
索
を
も
と
に
作
成
。

太
田
三
郎
氏
編
「
日
本
に
お
け
る
タ
ゴ
ー
ル
文
献
」（『
ア
ポ
ロ
ン
創
刊
号
』

ア
ポ
ロ
ン
社
、
一
二
〇
─
一
三
五
頁
、
一
九
五
八
年
五
月
）
も
参
照
し
た
。

（
17
）『
朱
欒
』
第
3
巻
第
2
号
（
四
五
─
五
二
頁
、
一
九
一
三
年
二
月
）。

（
18
）
太
田
氏
編
（
注
（
16
）
書
、
一
二
六
頁
）。

（
19
）
増
野
三
良
「
諸
家
の
タ
ア
ゴ
ル
論
に
就
い
て
」『
生
活
と
芸
術
』（
東
雲
堂

書
店
、
一
三
頁
、
一
九
一
五
年
六
月
）。
復
刻
版
に
よ
る
確
認
。

（
20
）
増
野
（
注
（
15
）
書
、
同
頁
）。

（
21
）T

he nation -and the A
thenaeum

 , “T
he Country of ” Found-

E
verything” , T

ranslated from
 the Bengali of Rabindra N

ath 
T

agore （N
ation public com

pany, p406, June 15th, 1912

）

（
22
）
森
本
達
雄
氏
「
英
文
詩
集
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
研
究
序
章
」（
注
（
2
）
書
、

五
四
七
頁
）。

（
23
）
増
野
は
一
九
一
五
年
に
『
詩
歌
』
の
中
で
「
私
が
印
度
研
究
を
初
め
て
か

ら
、
六
年
に
な
り
ま
す
が
─
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
言
葉
か
ら
彼
は

一
九
〇
九
年
頃
か
ら
印
度
研
究
を
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
（
注
（
15
）
書
、

同
頁
）。

（
24
）
増
野
三
良
『
詩
歌
』（
四
八
頁
、
一
九
一
四
年
三
月
）。

（
25
）
増
野
三
良「
印
度
新
詩
人
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト・タ
ア
ゴ
ル（Rabindranath 

T
agore

）
の
使
命
」『
早
稲
田
文
学
』（
東
京
堂
書
店
、
五
五
─
六
三
頁
、
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一
九
一
四
年
五
月
）。

（
26
）
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
八
月
の
時
点
で
「
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
は
漸
く
日

本
に
於
い
て
も
愛
読
せ
ら
る
る
に
至
り
、
過
般
丸
善
に
着
し
た
る
彼
れ
の
詩

集
及
び
脚
本
は
直
に
売
れ
切
れ
と
な
っ
た
程
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
増
野
は

タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
丸
善
経
由
で
手
に
入
れ
た
と
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
タ

ゴ
ー
ル
の
ゆ
う
べ
」『
六
合
雑
誌
』
第
34
巻
第
8
号
（
東
京
青
年
会
、
一
三
〇

─
一
三
一
頁
）。

（
27
）
増
野
三
良
『
早
稲
田
文
学
』（
三
二
二
─
三
二
三
頁
、
一
九
一
四
年
七
月
）。

（
28
）
薄
田
泣
菫
『
艸
木
虫
魚
』（
岩
波
書
店
、
四
二
頁
、
一
九
九
八
年
）。

（
29
）
室
生
犀
星
「
感
想
」「
詩
歌
」（
六
五
頁
、
一
九
一
五
年
九
月
）

（
30
）
前
田
夕
暮
（
注
（
11
）
書
）。

（
31
）
特
に
三
木
露
風
と
親
し
く
、
増
野
は
「
そ
の
拙
い
訳
で
タ
ア
ゴ
ル
の
非
凡

な
詩
才
を
早
く
も
認
め
て
敏
感
な
感
激
の
書
を
寄
せ
た
の
は
畏
友
三
木
露
風

3

3

3

3

氏3

で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
注
（
19
）
書
、
同
頁
）。
没
後
、「
詩
歌
」
で

は
増
野
の
書
簡
が
4
号
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
露
風

に
宛
て
ら
れ
て
い
る
（『
詩
歌
』（
一
九
一
六
年
六
月
・
七
月
・
八
月
・
九
月
）。

（
32
）
新
刊
紹
介
の
書
評
。「
新
月
」『A

RS

』（
阿
蘭
陀
書
房
、
一
九
一
頁
、

一
九
一
五
年
八
月
）。
復
刻
版
に
よ
る
確
認
。

（
33
）
書
評
。「
新
月
」『
生
活
と
芸
術
』（
六
九
頁
、
一
九
一
五
年
六
月
）。

（
34
）
渡
辺
照
宏
訳
「
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
」『
タ
ゴ
ー
ル
詩
選
4
』（
ア
ポ
ロ
ン
社
、

二
六
二
頁
、
一
九
六
七
年
）。

（
35
）
一
九
一
五
年
一
一
月
号
の
『A

RS

』
に
掲
載
さ
れ
た
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』

の
広
告
の
中
に
「
著
者
装
画
装
丁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）
原
書
は
初
版Rabindranath T

agore, G
itanjali

（song offerings

）, 
M

acm
illan London,1913

を
用
い
、
増
野
訳
は
初
版
『
印
度
新
詩
集　

ギ
タ

ン
ジ
ヤ
リ
』（
東
雲
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
）
を
用
い
た
。

（
37
）
増
野
は
野
口
米
次
郎
の
批
評
に
対
し
、「
野
口
氏

3

3

3

が
私
の
第
一
版
の
誤
植

誤
訳
が
随
分
あ
っ
た
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』
を
「
原
文
が
正
当
に
解
さ
れ
う
る

力
の
有
無
を
論
ず
る
余
裕
さ
え
無
く
驀
地
に
新
し
い
血
を
云
々
」
と
随
分
厳

重
に
譴
責
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
再
版
に
は
完
成
し
た
つ
も
り
で
す
。

な
お
第
三
版
に
も
訂
正
を
い
た
す
つ
も
り
で
す
か
ら
。
ど
う
ぞ
懇
切
に
二
三

の
御
注
意
を
願
い
ま
す
」
と
返
答
し
て
い
る
（
注
（
19
）
書
、
一
二
頁
）。

（
38
）
三
浦
訳
は
三
浦
関
造
『
伽
陀
の
捧
物
』（
東
文
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
）

の
初
版
を
用
い
た
。

（
39
）
増
野
（
注
（
35
）
書
。
一
三
八
頁
）。

（
40
）
英
単
語
の
分
析
に
は
大
正
三
年
刊
行
の
英
和
辞
典
を
用
い
た
（
増
田
藤
之

助
『
新
撰
英
和
辞
典
』、
丸
善
株
式
会
社
、
三
六
九
頁
、
一
九
一
三
年
）。

（
41
）
斎
木
仙
酔
『
タ
ゴ
ー
ル
の
歌
』（
岡
崎
書
店
、
一
頁
、
一
九
一
五
年
）。

（
42
）
増
野
（
注
（
19
）
書
。
同
頁
）。

（
43
）
明
治
の
詩
人
で
文
芸
評
論
家
。
増
野
は
角
田
の
こ
の
論
を
い
た
く
気
に
入

り
、
増
野
三
冊
目
の
詩
集
『
園
丁
』
に
こ
の
文
の
内
容
で
序
文
の
執
筆
を
依

頼
し
て
い
る
。

（
44
）
増
野
（
注
（
19
）
書
。
一
三
─
一
四
頁
）。

（
45
）
増
野
（
注
（
15
）
書
。
五
二
頁
）。

（
46
）
増
野
（
注
（
35
）
書
。
二
一
頁
）。

（
47
）
増
野
（
注
（
15
）
書
。
四
九
─
五
十
頁
）。
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（
48
）
増
野
（
注
（
15
）
書
。
五
十
頁
）。

（
49
）
増
野
（
注
（
15
）
書
。
四
八
頁
）。

（
50
）
増
野
（
注
（
15
）
書
。
五
十
頁
）。

（
51
）
Ｋ
・
ク
リ
パ
ラ
ー
ニ
／
森
本
達
雄
訳
「
タ
ゴ
ー
ル
の
生
涯
（
全
）」（
第
三

文
明
社
、
二
〇
六
頁
、
一
九
八
一
年
）。

（
52
）
丹
羽
氏
（
注
（
2
）
書
、
三
四
七
─
三
四
八
頁
）。

（
53
）
増
野
（
注
（
19
）
書
。
同
頁
）。

（
に
っ
た
・
あ
ん
な
／
文
学
研
究
科
日
本
文
学
・
日
本
語
専
攻
博
士
前
期
課
程
一
年
）


